
 



 

アート・ビオトープ那須で開催された「ニッポンビジョン栃木編」は、デザインという視点から、栃木

県の物産品を新しい観光資源として捉え直す試みです。デザイナーのナガオカケンメイ氏のプロ

デュースによって「山のシューレ」をスタートに、十一月末まで続く新しいコンセプトを発信する展覧

会を開催しました。 

「あらゆる事やものがデザインされている今、伝統工芸はもちろん、永くその土地にあるすばらしい

ものたちが、新しい時代に向って若返ろうとしています。しかし、それらを伝えたり、感じてもらうコミ

ュニケーションのデザインや、重要なメッセージを持っているものを通訳するようなわかりやすさ

が、今の観光には欠落していると考えます」とナガオカ氏。 

たんにデザインされた物産品を集めるものではなく、この展覧会を通じた出会いから、より栃木の

魅力を知りたくなって、実際に現地に赴くことにまでつなげたい。iPhoneなどの携帯端末を使った

ナビケーション、現地の生産者の活動や作るこだわりをわかりやすく伝えるコンテンツなど、いかに

「楽しく、面白く」本質的な魅力を届けるかの工夫をこらして好評をいただきました。 

 

 



 


